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[~ll Correlation aJnong the apertuFe types in the Droserflceae. 
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 論文審査の結果の要旨
 モウセンゴケ科は被子植物双子葉類に属し,その中でバラ目,サラセニア目あるいはウツボ
 カズラ目などに分類されており,分類学的位置の不明な植物群の一つである。
 本研究は4属約90種よりなるモウセンゴケ科植物のうち4属51種の花粉形態を調べ,それ
 を体系的にまとめて同科の花粉学的特徴を明らかにし,この結果に基づいてモウセンゴケ科内
 の種属間の類縁関係を考察し,更にモウセンゴケ科と近縁と考えられているサラセニア科,ウ
 ツボカズラ科などの花粉と比較検討し,それらとの類縁関係について新見解を述べたものであ
 る。
 モウセンゴケ科の花粉には単粒と4集粒とがある。単粒花粉は地中海西部に固有の動ηso一
 ρ加1」3`解だけに発見された。4集粒花粉は他の3属50種でみられ,普遍的にみられる花粉は向
 心極面に1個の発芽孔をもつもので,モウセンゴケ属の大部分がこの型の花粉をもつ。他に発
 芽孔の特殊化したものがあり,ムジナモ属,ハエトリソウ属,勘り鍛η72g勿など数種において
 発見された。したがってモウセンゴケ科の属問の類縁関係は,Z)名OSOρ勿1加ηとムジナモ属は互
 に類縁性に乏しく,さらにモウセンゴケ属とハエトリソウ属とも類縁が認められないが,モウ
 センゴケ属とハエトリソウ属の間には関連性のあることが明らかとなった。次にモウセンゴケ
 科に含められていたβyδ傭,P灘n召ssf8,1～oプ励`危の各属とモウセンゴケ科各属の花粉と比較し
 て,相互に花粉学上関連性のないことも明らかとなった。さらにモウセンゴケ科はサラセニア
 科およびウツボカズラ科と花粉学的に比較してみると,類縁関係はなく,バラ目に分類する見
 解を支持できるという結論に達した。
 以上の成果は植物分類学に大きく寄与するものであり,提出者が自立して研究活動を行うの
 に必要な高度の研究能力を有することをも示している。よって,高橋英樹提出の論文は理学博
 士の学位論文として合格と認める。
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